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海外情報

豪州の農畜産物需給見通し
～2026年豪州農業需給観測会議から～

調査情報部　　　平山　宗幸　
畜産経営対策部　成田　陽　　
酪農乳業部　　　久保田　紘平

１　はじめに

豪州農業資源経済科学局（ABARES）は、

2026年３月３日・４日の２日間にわたり、

豪州の農畜産業をめぐる情勢および31年ま

での展望を見通す「2026年豪州農業需給観

測会議」（以下「アウトルック」という）を

首都キャンベラで開催した（写真１）。豪州

国内の農業関係者や政府関係者を中心にオン

ライン参加を含め400人を超える参加者が

集まり、10のセッションを通して講演が行

われた。

今回のアウトルックでは、主要農畜産物の

需給見通しのほか、土地利用、サプライチェー

ンの再構築、イノベーションによる生産性の

向上、気候変動リスク、データを活用した

農業の在り方、国際貿易、食料安全保障など

の話題について講演が行われた。ABARES

は、長期的な需給見通しとして今後、豪州の

農業生産額が停滞する可能性を示し、再成長

【要約】

　豪州農業資源経済科学局は、「再考、リセット、再成長：明日のチャンスを育む」と題し、
2026年豪州農業需給観測会議を首都キャンベラで開催した。この会議では、農畜産物の中期
的な需給見通しのほか、豪州農業が直面する気候変動などのさまざまな課題についての議論
が行われ、生産性の向上と土地利用を含めた環境対策の両立を図るなど、豪州の農業生産を
再成長させるための取り組みの必要性が訴えられた。

写真１　アウトルックの会場と講演の様子
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するためには、１）生産性の再活性化（イノ

ベーションの活用、競争を確保するための規

制形態の構築、生産性を阻害している分野に

焦点を当てた研究開発などにより年間18億

豪ドル〈2010億2400万円〉程度の追加の

農業生産額を生み出せる）、２）土地の制約

管理（炭素隔離と農業を同時に実現すること

により追加で76億豪ドル〈8487億6800万

円〉を生み出せる）、３）貿易の多様化（国

家として見れば多様化が進んでいるが、例え

ば、主要な牛肉輸出業者の半数は単一市場向

けであることから、業者レベルでも多様化を

図る）、４）気候変動への適応（豪州農業干

ばつ指標（注１）を活用し、干ばつへの備えを

通じて農業収益性の確保を図る）－などの取

り組みが重要であるとし、その後、各講演で

関連した議論が行われていた。

本稿では、アウトルックの中から畜産物の

需給見通しなどについて報告する。

なお、本稿中の年度は特に断りのない限り

７月～翌６月とする。また、為替相場は、三

菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会

社「月末・月中平均の為替相場」2026年３

月末TTS相場の１豪ドル＝ 111.68円を使用

した。

（注１）ABARESと豪州連邦科学産業研究機構（CSIRO）が共
同開発した、干ばつ対策と対応の改善に向けた豪州政府の取り組
みを支援するツール。過去および未来の気候データなどから、作
物収量、牧草成長、農場利益などの短期予測を提供する。

アウトルック開催に当たり、豪州連邦政府

のコリンズ農林水産大臣からは、直近１年間

に洪水、山火事、干ばつなどさまざまな自然災

害に見舞われたが、農業者は驚くべき回復力

を発揮し、2025年/26年度の農業生産額が

過去最高の1014億豪ドル（11兆3244億円、

水産業および林業を除く）に達する見通しで

あると宣言した（写真２）。

２　基調講演

ニューサウスウェールズ州
（NSW州）

クイーンズランド州
（QLD州）

西オーストラリア州
（WA州） 南オーストラリア州

（SA州）

ビクトリア州
（VIC州）

タスマニア州
（TAS州）

北部準州
（ＮＴ）

（参考図１）豪州の行政区分

資料：機構作成
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また、この金額は、豪州の農業団体である

全国農業者連盟（NFF）が18年に打ち出し

た目標である「$100 billion in farm gate 

output by 2030（2030年までに農業生産

額1000億豪ドル〈11兆1680億円〉）」を４

年も前倒しで達成するものであるとして、

NFFの強力な提言をたたえた。さらに、ア

ルバニージー政権が、１）農家の貿易機会の

拡大、２）地域雇用支援、３）地域経済強化－

などに取り組んできたことで、同政権発足当

時の22年には約880億豪ドル（９兆8278

億円）であった農業生産額が15％増加し、

農畜産物の輸出先は190カ国以上に拡大し

たとするなど、同政権の成果を強調した。

その後、マッキンタイアNFF会長が登壇

し、同大臣に対して、１）現在の世界情勢を

踏まえ、肥料、燃料、農業技術製品の製造部

門（特に菜種やサトウキビを使用したバイオ

燃料の精製）を豪州国内に回帰させること、

２）都市部から地方への移住促進政策を実施

すること－などの要望を伝えた上で、目標が

書かれたボードを掲げての記念撮影が行われ

た（写真３）。

次章以降では、日本の畜産物需給にも密接

に関係する牛肉および乳製品について、

ABARESによる今後の見通しを紹介する。

なお、畜産物のうち、豚肉と鶏肉について

は豪州国内向けが中心となり、日本を含む国

際需給への影響は少ないとみられることから

割愛する。

今回公表されたABARESの中期見通しで

は、世界的な貿易政策や地政学的状況の継続

的かつ急速な変化を含め、世界市場には依然

として大きな不確実性が存在するとして、世

界経済の成長率は2031年まで３％前後で推

移すると想定している。なお、例年公表され

ている中期見通しの前提となる気候条件シナ

リオは公表されておらず、26/27年度は豪州

南部全域で乾燥との短期的な見通しのみが示

された。

（１）肉用牛・牛肉

ア　26/27年度の牛飼養頭数はわずかに減少

豪州の牛飼養頭数は、放牧主体であること

から、干ばつなどの発生による飼養環境の

写真２　基調講演を行うコリンズ農林水産大臣

写真３　目標達成を祝うコリンズ農林水産大臣
（中央右）とマッキンタイアNFF会長（中央左）

３　畜産の現状と26年以降の見通し
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悪化や飼料確保のためのコスト上昇が見込ま

れると淘
と う た

汰が進むなど、気象条件に大きく左

右される（写真４）。長期的な飼養頭数の推

移を見ると、2019/20年度（20年６月末時点）

は、主要畜産生産地域の豪州東部で20年に

一度とされる深刻な干ばつが発生し、過去30

年間で最低の2534万頭（前年度比4.9％減）

にまで落ち込んだ（図１）。その後は３年連続

でラニーニャ現象が発生し、降雨に恵まれた

ことで牛群再構築が進展し、23/24年度には

2821万頭（同1.4％増）にまで拡大した。

翌24/25年度は、米国の牛群再構築の進

展による米国産牛肉供給量の減少で豪州産牛

肉の需要が増加したためと畜が進み、2806

万頭（同0.5％減）に減少した。この傾向は

25/26年度以降も続き、25/26年度には

2726万頭（同2.9％減）、26/27年度には

2698万頭（同1.0％減）といずれもわずか

に減少すると見込まれている。

イ　�26/27年度のと畜頭数は減少も、牛肉生

産量は高水準を維持

2025/26年度は、米国国内での牛肉供給

のひっ迫を受け、米国に加え、米国産牛肉が

席巻してきたアジア市場においても、豪州産

牛肉の需要が高まったことから、と畜頭数は

954万頭（前年度比2.8％増）、牛肉生産量

は過去最高の282万トン（同2.2％増）とい

ずれも増加が見込まれている（図２）。

26/27年度は、牛飼養頭数の減少により、

と畜頭数は887万頭（同7.0％減）、牛肉生

産量は264万トン（同6.5％減）といずれも

減少するものの、牛肉生産量は過去10年平

均を18％上回る高水準を維持すると見込ま

れている。

ウ　26/27年度の肉用牛生体取引価格は下落

2025/26年度の肉用牛生体取引価格は、

堅調な輸出価格が食肉加工業者の需要をけん

引して家畜市場の取引価格を押し上げたこと

で、１キログラム当たり775豪セント（866

円、前年度比27.1％高）と過去10年平均の

同568豪セント（634円）を大幅に上回る

と見込まれている（図３）。

一方、26/27年度は、中国が26年１月から

輸入牛肉に対するセーフガード措置を開始（注２）

したことで、同国向け豪州産牛肉の輸出量が

減少し、肉用牛の需要が減少するため、同価

格は同705豪セント（787円、同9.1％安）

と見込まれている。

（注２）海外情報「中国の新たなセーフガード措置に対する豪州
の反応（豪州）」（https ://www.a l ic .go . jp/chosa-c/
joho01_004262.html）をご参照ください。
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図１　牛飼養頭数の推移と見通し

資料：ABARES
注１：各年度６月30日時点。
注２：2025/26年度以降は予測値。
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資料：ABARES
注１：2025/26年度以降は予測値。
注２：枝肉重量ベース。
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エ　�26/27年度の牛肉輸出量は減少も高水

準を維持

2025/26年度の牛肉輸出量は、米国の旺

盛な需要などにけん引された牛肉生産量の増

加から、過去最高の161万1626トン（前年

度比5.0％増）とやや増加すると見込まれて

いる（図４）。

一方、26/27年度の牛肉輸出量は、牛飼

養頭数の減少による牛肉生産量の減少から、

148万3332トン（同8.0％減）とかなりの

程度減少するが、引き続き高水準を維持する

と見込まれている。

ABARESは、主要牛肉輸出先である米国

の牛群は、25年に中西部広域での干ばつの

継続と米国内での牛肉価格の高騰による肥育

牛の出荷増加を受けて大きく縮小したとして

いる。このため、同国の牛肉生産量と輸出量

は26年から27年にかけて減少し、中期的に

は豪州の牛肉産業に輸出機会をもたらし続け

るとしている。一方、１）主要市場である中

国がセーフガード措置を実施したことで豪州

産牛肉の需要が減退すること、２）豪ドル高

が進行していること－などから、輸出価格は

下落すると見込まれている。

オ　�26/27年度の生体牛輸出頭数はわずか

に増加

2025/26年度の生体牛（と畜場直行牛お

よび肥育用もと牛）輸出頭数は、輸出需要を

背景としたフィードロットや食肉加工業者か

らの旺盛な国内需要を受け、66万頭（前年

度比3.9％減）とやや減少すると見込まれて

いる（図５）。

26/27年度は、主要な輸出先であるイン

ドネシアに近い豪州北部で、近年、牛飼養頭

数が増加していることなどから、67万頭（同

2.1％増）とわずかに増加すると見込まれて

いる。
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資料：ABARES
　注：2025/26年度以降は予測値。
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（２）酪農・乳製品

ア　�26/27年度の乳用経産牛頭数および生

乳生産量はともに減少

2025/26年度の乳用経産牛飼養頭数は、

酪農家戸数の継続的な減少に加え、豪州南部

での乾燥による牧草の生育不良と牛肉価格の

高騰により乳用牛の淘汰が進んだことで、

127万頭（前年度比2.2％減）とわずかな減

少が見込まれている（図６）。これにより生

乳生産量も、815万キロリットル（同2.0％

減）とわずかな減少が見込まれている（図７）。

26/27年度も酪農家の減少が続くことなど

から、乳用経産牛飼養頭数は126万頭（同

1.3％減）、生乳生産量は806万キロリットル

（同1.1％減）といずれもわずかに減少し、それ

以降も減少傾向が継続すると見込まれている。

イ　26/27年度の乳製品輸出量は減少

2025/26年度の乳製品輸出量は、国内の

生乳生産量が減少する中、牛乳向け需要が堅

調に推移し、加工向けが減少することから、

主要４品目すべてで減少が見込まれている

（図８）。
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資料：ABARES
注１：各年度６月30日時点。
注２：2025/26年度以降は予測値。

5,400

5,600

5,800

6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

7,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2016/17 18/19 20/21 22/23 24/25 26/27 28/29 30/31

（リットル/頭）（千キロリットル）

（年度）

生乳生産量（左軸） １頭当たり乳量（右軸）

図７　�生乳生産量および１頭当たり乳量の推
移と見通し

資料：ABARES
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資料：ABARES
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写真４　広大な土地で飼養されるアンガス牛（西オーストラリア〈WA〉州ヤンチェップ）
（左：放牧地で反すうする種雄牛、右：肥育中の牛群）
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26/27年度以降もこの傾向は継続するた

め、乳製品輸出量は減少傾向で推移すると見

込まれている。

ウ　26/27年度の乳製品国際価格は上昇

豪州の生産者乳価にも影響する乳製品国際

価格は、世界の需給状況を反映して大きな変

動を繰り返している。2025/26年度は、米

国、EU、ニュージーランド（NZ）の生乳生

産量増加により世界的な供給量が増加する一

方、中国国内の生乳生産量の増加で乳製品需

要が鈍化するなど、乳製品国際価格は下落す

ると見込まれている。

26/27年度は、米国では引き続き生乳生

産量が増加する一方、EUとNZでは減少が見

込まれ、全体として乳製品需給が緩和する

ため、乳製品国際価格は上昇すると見込まれ

ている。乳製品国際価格に影響する需要に関

しては、引き続きインドネシアなどの東南ア

ジアを中心に増加し、乳製品需要の伸びが供

給量の伸びを上回ると見込まれている（図

９）。

エ　26/27年度の生産者乳価は下落

2025/26年度の生産者乳価は、国内生乳

生産量が減少する中、加工業者の原料乳調達

競争が激化するため、１リットル当たり

73.5豪セント（82円、前年度比2.6％高）

とわずかな上昇が見込まれており、過去10

年平均の同56.6豪セント（63円）を大幅に

上回る水準にある（図10）。

26/27年度は、加工業者が高水準を維持

する乳価の見直しを行うことから、同71.1

豪セント（79円、同3.3％安）とやや下落す

ると見込まれている。
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図９　乳製品国際価格の推移と見通し

資料：ABARES
　注：2025/26年度以降は予測値。
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図10　生産者乳価の推移と見通し

資料：ABARES
　注：2025/26年度以降は予測値。

写真５　西オーストラリア（WA）州で
販売されている牛乳（パース市内）

（下：WA州のメーカーが生産しているため
東部地域と種類が異なる。

１リットル当たり1.60～2.50豪ドル（179～279円）。
上：WA州政府が推進する地産地消マークが

付いている商品もある。）
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【コラム】　豪州産オーツヘイの生産・輸出動向

　2024年度の日本の乾牧草の輸入量は169万トンであり、豪州からは米国の約105万トン
（全体の62.2％）に次ぐ約40万トン（同23.7％）を輸入している。特に、豪州産オーツヘ
イ（コラム注）は栄養価が高いことなどから、日本の酪農現場において重要な粗飼料と認識されて
いる。一方、近年は、１）豪州国内での厳しい干ばつの影響によるオーツヘイの不作と同国
内での需要の増加、２）輸出先の多様化の進展－などにより、オーツヘイの引き合いが強まっ
ているとされる。今回、豪州産オーツヘイの最新の生産・輸出動向を確認するため、輸出向
けオーツヘイの産地であるWA州と南オーストラリア（SA）州で長年にわたりオーツヘイ
の生産・輸出を行っているBalco社とBodiam社の２社を訪問した（コラム―図１）。

（コラム注）オーツヘイとは、イネ科の植物で、オーツ麦（エンバク）を青刈り、乾燥させた牧草。

　なお、訪問した26年３月ごろはオーツヘイの栽培時期ではなかったが（コラム―図２）、
両社ともに25年産オーツヘイが次々とパッケージング工場に搬入されており、工場は24時
間体制で稼働していた。

西オーストラリア州
（WA）

南オーストラリア州
（SA）

クイーンズランド州
（QLD）

ビクトリア州
（VIC）

タスマニア州
（TAS）

北部準州
（NT）

ニューサウス
ウェールズ州

首都特別地域
（ACT）

Balco社本社

Balco社工場

Bodiam社

（州都アデレード）

（ボウマンズ）

（ノーザム）

（州都パース）

（NSW）

コラム―図１　訪問先所在地

資料：機構作成

主な作業
播種
播種後検査（注１）

ローリング（注２）

除草剤散布・雑草管理
刈り取り前検査（注３）

刈り取り
コンディショニング（注４）

梱包
品質評価・コアテスト（注５）
梱包乾草の運搬・水分含量検査
工場での加工・パッケージング

10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

コラム―図２　豪州でのオーツヘイの生産スケジュール（一例）

資料：Balco社への聞き取りに基づき機構作成
注１：ワイヤーや動物の死骸、大きな岩などの異物の除去などの作業。
注２：岩などを地面に押し込んで平らにし、刈り取り時の異物混入のリスクを減らす作業。
注３：除草剤の残留検査や再度の異物の除去などの作業。
注４：牧草の茎を割いて早く乾燥させる作業。
注５：梱包後に各牧草地の20％からコアサンプルを採取し、飼料分析を行って栄養成分などの飼料分析を実施。
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　両社ともにオーツヘイは輸出向けがほとんどであり、日本が最大の輸出先である（コラム
―表）。24年はビクトリア（VIC）州やSA州での干ばつにより、豪州国内の酪農家が使用す
る牧草が不足したため、両社とも国内向けに販売を行ったが、これは10年に一度の出来事
とのことであり、基本的にオーツヘイは輸出向けであるという。

コラム―参考写真１　オーツヘイの生産状況（SA州、Balco社提供）
（左：収穫期に差し掛かったオーツ麦、

右：刈り取り後に２週間程度乾燥してから梱包されたオーツヘイ）

項目 Balco社 Bodiam社
創業 1990年 1987年

所在地 本社：SA州アデレード
工場：SA州、VIC州、WA州に計４カ所

WA州ノーザム
（ウィートベルト（小麦生産が盛んな地域）
の中心に位置し、パース港に近い）

契約生産者数
400者以上
（生産者はアルファルファ、レンズ豆、菜種
などを輪作）

オーツヘイ：50者（ストロー：20者）
（生産者は小麦、大麦、オーツ麦、菜種、
ルピナスなどを輪作）

輸出品目 オーツヘイ、小麦ヘイ、大麦ヘイ、ストロー（麦稈
かん

）オーツヘイ、小麦ヘイ、大麦ヘイ、ストロー（麦稈）

年間オーツヘイ生産量 40万トン 7～８万トン（ストロー：1.5 ～２万トン）
オーツヘイの輸出割合 ほぼ全量 ほぼ全量

オーツヘイの主な輸出先
日本、中国、韓国がトップ３
（ベトナム、インドネシア、マレーシア、
中東にも輸出実績有り）

日本、韓国、台湾がトップ３
（タイにも輸出実績有り）

オーツヘイの等級区分
（最上級～低級）（注１）

４等級（注２）

（プレミアムプラス、プレミアム、ロープレ
ミアム、ビーフグレード）

６等級
（プレミアムプラス、プレミアム、ロープレ
ミアム、＃１、＃２、ビーフグレード）

工場の生産能力 500トン/１日当たり
（SA州ボウマンズ工場、24時間稼働） 260トン/１日当たり（24時間稼働）

備考（特徴など）

・�SA州、VIC州、WA州の３州で４等級すべ
ての種類を生産

・遺伝子組み換え品種は不使用
・有機オーツヘイも生産
・工場はHACCPを取得
・�オーツヘイの輸出だけでなく実際の使用方
法などの技術支援も実施

・�WA州の中で比較的降雨の多い海寄りの地域
（低品質、単収７トン/ha）、少し内陸側の雨
が降る地域（中程度品質、同５トン/ha）、
最も内陸側の乾燥した地域（高品質、同3.5
トン/ha）の３地域で６等級すべての種類を
生産
・�生産者との長期契約、異なる品種や栽培方
法の利用により供給安定化

コラム―表　訪問先の概要

資料：聞き取りに基づき機構作成
注１：下線は日本で需要のある等級。上級品は乳用牛向け、下級品は肉用牛向け。
注２：ロープレミアムの下位にロープレミアムＡを設定して５等級とすることもある。
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　両社が契約している生産者は、オーツ麦だけでなく菜種や小麦などを輪作しており、他作
物との収益性を比較してその年の栽培種を決めているため、毎年の生産量は変動する。一方、
１）生産者はオーツ麦の刈り取り機や梱包機などを自家所有するなど、多くの投資をしてい
ること、２）毎年、一定のオーツ麦栽培面積を確保するよう依頼していること－などから、
生産量は安定している。生産者が規模拡大を図った際には、オーツ麦の生産面積も拡大でき
るよう依頼している。
　また、Balco社はSA州、VIC州、WA州の３州で、Bodiam社はWA州内の３地域で生産
しているという違いはあるものの、いずれも生産地域の特性を利用し、雨に当たらずに短期
間で乾燥した最上級品から降雨に見舞われ品質が低下した安価なものまで、価格や栄養素の
面からのさまざまな製品をそろえ、顧客の要望に対応できるようにしている。

　オーツヘイの輸出に関してBalco社は、中国、ベトナム、アラブ首長国連邦（UAE）で、
他の乾牧草から自社のオーツヘイに切り替えた場合の実証実験を行っている。乳質改善や乳
量増加などの生産性向上の効果を上げており、技術支援を通じた輸出拡大を図ることで、実
際にベトナムや中東では60％以上の市場シェアを有する。また、豪州産オーツヘイは米国
産チモシーヘイよりも平均で糖含量が10％高いなど、栄養価が高く、かつ、安価である点
を示し、日本のチモシーヘイのマーケットを奪取したいとしていた。

コラム―参考写真２　オーツヘイの等級別サンプル
（左：Balco社の上級品（写真①）と低級品（写真②）（SA州）、
右：Bodiam社の最上級品（写真③）と低級品（写真④）（WA州）。）

① ② ③ ④

コラム―参考写真３　Balco社のパッケージング工場の様子（SA州）
（左：工場に搬入される乾牧草は全て水分含量を測定する。
14％を超えると自然発火の可能性が上がるため受け入れない、

右：工場内の様子。細かく裁断された乾牧草がコンベアーを流れる。）
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　Bodiam社は、WA州から地理的に近い東南アジア諸国のマーケットを有力視しており、
経済発展が進み、オーツヘイの価値が理解されれば拡大が見込めるとしている。一方、中国
向け輸出量は20年頃までは多かったが、１）新型コロナウイルス感染症を巡る豪中間の政
治的緊張を発端に、輸出業者のライセンス更新が停止（現在、輸出は再開）されるなどした
こと、２）中国国内での生乳価格の下落を受けて乳用牛飼養頭数が減少したことでオーツヘ
イの需要が低下し、価格も下落していること、３）中国国内でもオーツヘイなど乾牧草の生
産量が増えていること－などから、戦略的に力を入れておらず、他の既存顧客向けに今後２
年間で輸出量を10～ 20％増加させたいとしていた。

　オーツヘイ輸出の課題としては、豪ドル高が挙げられ、輸出側としては価格を引き上げる

しかなく、日本向けも例外ではない。このため、Bodiam社の担当者は、日本国内での乳価

の引き上げなど、コスト増を相殺するための対応が必要だろうとしていた。また、輸出先の

決定は主に価格に基づいているとの声も聞かれたことから、輸出先の多様化がさらに進んだ

場合には、価格競争がますます激化する可能性もあるとみられる。日本の畜産業を陰ながら

支える豪州産オーツヘイの生産・輸出動向には、今後も注目していきたい。

コラム―参考写真４　Bodiam社のパッケージング工場の様子（WA州）
（左：倉庫で大量に保管される原料の乾牧草。

右：輸出用にパッケージされた最高級品質のオーツヘイ。
25kgのブロックが24個でパックされ合計600kg。）

コラム―参考写真５　Balco社から輸出されるオーツヘイ（SA州）
（左：パッケージングされコンテナに搬入されたオーツヘイ、

右：トレーラーでアデレード港に輸送される。）
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豪州の農業生産額は、NFFが18年に掲げ

た「2030年までに農業生産額1000億豪ド

ル（11兆1680億円）」との目標を４年前倒

しで達成した一方、ABARESは、2026/27

年度の農業生産額が950億豪ドル（10兆

6096億円、前年度比6.3％減）に減少する

との見通しを示している。ABARESはまた、

28/29年度には再び1000億豪ドル台に到達

する見通しを示したが、この達成には生産性

の向上がカギになるとしていた。

また、豪州で盛んに行われている温室効果

ガス（GHG）排出削減に関する議論の中では、

参加者から、炭素クレジット獲得のための植

林を目的とした資源企業による土地需要が、

農業生産価値を超えた土地価格の高騰を招い

ているとの問題提起があった。これに対して

専門家からは、１）最も重要なことは豪州と

して政策目標と目指す方向性を明確にするこ

と、２）その上で競争は必要であること、３）

関係者間の対立を解決するためには事実や証

拠、経済モデリングは重要だが、土地利用の

変更によるコミュニティへの影響を評価する

ことは極めて困難であり、データはコミュニ

ティの感情的な影響を上回ることはできない

ため、賛成・反対の二元論ではない関係者間

のコミュニケーションが重要であること―と

の発言があった。また、生産性の向上のため

に実施する多くの取り組みは、炭素固定効果

も併せ持つ可能性があるとして、農家が作物

や家畜を育てつつ、炭素を農業商品の一つと

して取り扱う未来を目指す必要があるとして

いた。一方、農家がGHG排出削減への取り

組みに消極的な要因として、「信頼できる人々

からの教育を受けられない」とのアンケート

結果があることを紹介し、農家が理解しやす

い形でより多くの情報を提供する必要がある

ともしていた。

このように、主要な農業国である豪州での

生産性の向上と環境対策などの両立に向けた

地道な議論は、日本を含む諸外国にとっても

参考になる部分が多い。豪州の農業は再成長

できるのか、今後もその動向を注視していき

たい。
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